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V339a X線分光撮像衛星 (XRISM)搭載軟X線撮像装置の開発の現状 (2)
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2021年度に打ち上げが予定されているＸ線分光撮像衛星 (XRISM) には、X線ミラー (XMA) と CCDカメラ
(SXI) からなる軟X線撮像装置 (Xtend) が搭載される。38 分角の広視野が特徴であり、0.4–13 keVのエネルギー
バンドをカバーする。本講演では、Xtendについて SXIを中心とした報告を行う。
CCDは 2019年 4月より FM候補素子の納入が始まっており、選定に用いるデータを順次取得している。エネ

ルギー分解能、電荷転送非効率、可視・赤外遮光性能などの指標を用いて順位づけを行い、最終的に FMとして
用いるものを決定する。
CCD素子以外の部分では、ASTRO-Hで発生した異常の対策として電気系の改修が実施されている。また、読

み出しに用いるASICの評価試験も行われ、FMに供する素子の選定が行われている。
これら個々の試験の結果に加え、全体的な製作・試験の最新状況について報告する。


